
第
一
〇
五
回
日
本
学
士
院
受
賞
者
略
歴

恩

賜

賞

日
本
学
士
院
賞

　受
賞
者

　
　細ほ

そ

　野の

　秀
ひ
で

　雄お

専
攻
学
科
目

　
　無
機
材
料
科
学

生

　年

　月

　
　昭
和
二
八
年

　九
月

略

　
　
　歴

　
　昭
和
五
二
年

　三
月

　
　東
京
都
立
大
学
工
学
部
工
業
化
学
科
卒
業

　
　
　
　
　
　
　同

　五
七
年

　三
月

　
　東
京
都
立
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

　
　
　
　
　
　
　同

　五
七
年

　三
月

　
　工
学
博
士

　
　
　
　
　
　
　同

　五
七
年

　四
月

　
　名
古
屋
工
業
大
学
工
学
部
助
手

　
　
　
　
　
　
　同

　六
三
年

　九
月

　
　米
国V

anderbilt

大
学
博
士
研
究
員
（
平
成
元
年
八
月
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　平
成

　二
年

　三
月

　
　名
古
屋
工
業
大
学
工
学
部
助
教
授

　
　
　
　
　
　
　同

　
　五
年

　七
月

　
　東
京
工
業
大
学
工
業
材
料
研
究
所
助
教
授

　
　
　
　
　
　
　同

　
　七
年

　四
月

　
　岡
崎
国
立
共
同
研
究
機
構
分
子
科
学
研
究
所
助
教
授

　
　
　
　
　
　
　同

　
　九
年

　四
月

　
　東
京
工
業
大
学
応
用
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
研
究
所
助
教
授

　
　
　
　
　
　
　同

　一
一
年
一
一
月

　
　東
京
工
業
大
学
応
用
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
研
究
所
教
授
（
現
在
に
至
る
）

　
　
　
　
　
　
　同

　一
六
年
一
〇
月

　
　東
京
工
業
大
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
機
構
教
授
（
平
成
二
七
年
三
月
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　同

　二
四
年

　八
月

　
　東
京
工
業
大
学
元
素
戦
略
研
究
セ
ン
タ
ー
長
（
兼
任
、
現
在
に
至
る
）

一

日
本
学
士
院
賞

　受
賞
者

　
　志し

　÷も

　碩
ひ
ろ

　ø
と
し

専
攻
学
科
目

　
　東
洋
史
学

生

　年

　月

　
　昭
和
一
六
年
一
一
月

略

　
　
　歴

　
　昭
和
四
一
年

　三
月

　
　東
京
大
学
文
学
部
東
洋
史
学
科
卒
業

　
　
　
　
　
　
　同

　四
四
年

　九
月

　
　東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

　
　
　
　
　
　
　同

　四
八
年

　四
月

　
　
（
財
）
東
洋
文
庫
奨
励
研
究
員
（
昭
和
五
五
年
五
月
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　同

　五
五
年

　四
月

　
　立
教
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
（
昭
和
五
六
年
三
月
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　同

　五
五
年

　六
月

　
　
（
財
）
東
洋
文
庫
司
書

　
　
　
　
　
　
　同

　五
八
年

　四
月

　
　
（
財
）
東
洋
文
庫
付
置
ユ
ネ
ス
コ
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員

　
　
　
　
　
　
　同

　六
〇
年

　四
月

　
　国
立
国
会
図
書
館
支
部
東
洋
文
庫
司
書
（
平
成
一
四
年
三
月
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　同

　六
〇
年

　四
月

　
　
（
財
）
東
洋
文
庫
研
究
員
（
平
成
二
五
年
四
月
よ
り
公
益
財
団
法
人
、
現
在
に
至
る
）

　
　
　
　
　
　
　平
成

　五
年

　一
月

　
　博
士
（
文
学
）

二
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一
四

博
士
（
文
学
）
志
÷
碩
ø
氏
の
「
モ
ン
ゴ
ル
帝
国

史
研
究
」
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

　志
÷
碩
ø
氏
（
以
下
、
著
者
と
称
す
）
の
本
研
究
は
、
一
三
、
一
四
世
紀
の

間
、
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
東
西
に
わ
た
っ
て
君
臨
し
、
さ
ら
に
ポ
ス
ト
・
モ
ン

ゴ
ル
期
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
史
に
も
深
い
影
響
を
残
し
た
「
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
」

に
つ
き
、
ペ
ル
シ
ア
語
の
同
時
代
史
料
を
駆
使
し
て
、
政
権
の
編
成
原
理
と
構

造
を
統
括
的
、実
証
的
に
復
原
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
画
期
的
な
労
作
で
あ
る
。

著
者
の
主
業
績
の
う
ち
、『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
研
究
序
説：

イ
ル
汗
国
の
中
核
部

族
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
二
月
、
以
下
『
序
説
』
と
称
す
）
で
は
、

著
者
の
独
創
的
な
考
察
の
拠
り
所
と
な
っ
た
論
点
、
す
な
わ
ち
同
時
代
の
モ
ン

ゴ
ル
語
用
語
か
ら
ペ
ル
シ
ア
語
用
語
へ
の
訳
出
を
め
ぐ
る
問
題
の
考
証
が
詳
説

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
近
著
『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
研
究

　正
篇：

中
央
ユ
ー
ラ
シ

ア
遊
牧
諸
政
権
の
国
家
構
造
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
○
一
三
年
六
月
、
以
下

『
正
篇
』
と
称
す
）
は
、
ペ
ル
シ
ア
語
根
本
史
料
の
現
存
す
る
古
写
本
八
種
相
互

の
校
合
、
校
勘
に
立
脚
し
つ
つ
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
凝
集
力
と
結
合
の
原
理
に

つ
い
て
の
究
明
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
以
下
に
、『
正
篇
』
を
軸
に
、『
序
説
』

を
も
参
照
し
て
、
本
研
究
に
お
け
る
学
術
的
貢
献
の
特
色
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　第
一
は
、「
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
」
に
関
す
る
史
料
学
上
の
貢
献
で
あ
る
。
モ
ン

ゴ
ル
人
が
モ
ン
ゴ
ル
語
で
編
ん
だ
同
時
代
史
料
が
存
在
し
な
い
以
上
、
根
本
史

料
と
し
て
は
東
方
の
漢
文
史
料
及
び
西
方
の
ペ
ル
シ
ア
語
史
料
が
双
璧
を
な

す
。
し
か
し
漢
文
史
料
の
記
述
範
囲
は
狭
く
ま
た
限
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
ペ

ル
シ
ア
語
史
料
、
な
か
ん
ず
く
帝
国
後
半
期
に
そ
の
中
興
の
英
主
、
イ
ル
汗
国

の
第
七
代
、
チ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
後
裔
の
王
ガ
ザ
ン
汗
（
在
位
一
二
九
五－

一
三

〇
四
）
が
敕
撰
し
た
『
モ
ン
ゴ
ル
史
』、
こ
れ
に
収
ま
る
「
部
族
誌
」
は
、
ガ
ザ

ン
汗
が
宮
廷
内
に
保
有
し
、
モ
ン
ゴ
ル
語
で
記
述
さ
れ
た
諸
部
族
の
未
整
理
の

原
資
料
類
を
、汗
が
自
ら
口
述
し
つ
つ
、宰
相
で
あ
り
稀
代
の
歴
史
家
で
も
あ
っ

た
ラ
シ
ー
ド
・
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
に
編
纂
を
命
じ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
弟
で
第

八
代
、
オ
ル
ジ
ェ
イ
ト
汗
（
在
位
一
三
〇
四－

一
六
）
が
、
ガ
ザ
ン
汗
の
『
モ

ン
ゴ
ル
史
』
を
再
び
ラ
シ
ー
ド
に
勅
命
し
て
整
理
を
加
え
て
成
っ
た
『
集
史
』

（
世
界
史
）、
及
び
そ
の
附
篇
『
系
譜
集
』（「
モ
ン
ゴ
ル
系
譜
」）
も
、
と
も
に
白

眉
に
位
す
る
根
本
史
料
で
あ
る
。
著
者
は
、
こ
れ
ら
の
ペ
ル
シ
ア
語
史
料
群
が
、

こ
の
中
興
期
に
モ
ン
ゴ
ル
諸
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
高
揚
さ
せ
結
束
を
固

め
る
目
的
の
も
と
で
、
モ
ン
ゴ
ル
族
の
伝
統
を
熟
知
す
る
二
人
の
汗
が
、
モ
ン

ゴ
ル
語
の
原
資
料
に
依
拠
し
な
が
ら
ペ
ル
シ
ア
語
で
編
纂
さ
せ
た
経
緯
に
注
目

し
、
至
高
の
史
料
と
し
て
こ
れ
ら
を
位
置
づ
け
て
い
る
（『
序
説
』、『
正
篇
』）。

　第
二
の
貢
献
は
、
上
記
の
史
料
群
の
中
で
、
ラ
シ
ー
ド
が
モ
ン
ゴ
ル
語
か
ら

ペ
ル
シ
ア
語
へ
の
訳
出
に
お
い
て
頻
用
し
て
い
る
、
有
力
部
将
達
の
職
掌
と
地

一
五



位
、
由
緒
を
指
す
特
別
な
用
語
に
つ
き
、
そ
の
内
包
と
外
延
に
対
し
、
用
例
を

逐
一
検
証
し
な
が
ら
解
析
し
、
そ
の
結
果
、
政
権
の
軍
事
力
と
凝
集
力
を
基
礎

づ
け
て
い
る
有
力
部
将
達
の
統
属
の
原
理
は
、
チ
ン
ギ
ス
汗
時
代
と
同
様
、
イ

ル
汗
国
時
代
に
も
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
突
き
止
め
て
い
る
。
こ

の
洞
察
の
要
所
を
示
せ
ば
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
ペ
ル
シ
ア
語
でam
,r-i 

buzurg

な
い
しam

,r-i m
u‘
tabar

と
表
記
さ
れ
る
用
語
が
あ
る
。
ペ
ル
シ
ア
語

のam
,r

は
一
般
に
は
「
司
令
官
、
部
将
、
王
族
な
ど
」
を
指
す
。
一
方
、
ペ
ル

シ
ア
語
の
形
容
詞buzurg

は
「
大
き
い
、
偉
大
な
」
に
当
た
り
、
ま
たm

u‘
tabar

は
「
信
頼
で
き
る
」
を
意
味
す
る
。
先
学
ド
ー
ソ
ン
（A
. C
. M
. d
’O
hsson

）
の

『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
』（
一
八
五
二
）
以
来
最
近
ま
で
の
研
究
で
は
、
こ
のam

,r-i 

buzurg

な
い
しam

,r-i m
u‘
tabar

は
「
大
ア
ミ
ー
ル
（
大
部
将
）」
を
含
意
す

る
用
語
と
の
み
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
ラ
シ
ー
ド
の
訳
出
の
用
例
を
検

証
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
用
語
は
一
貫
し
て
「
チ
ン
ギ
ス
汗
一
門
の
、
親
衛
の
部

将
」
と
い
う
特
定
さ
れ
た
含
意
で
使
用
さ
れ
、
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
用
語
は
ラ

シ
ー
ド
の
編
述
時
代
に
限
っ
て
頻
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
著
者
はam

,r-i 

buzurg

、am
,r-i m

u‘
tabar

を
、「
御
家
人
、honorable house-m

en

」（
日
本

中
世
・
近
世
の
職
か
ら
の
類
比
）
の
用
語
に
よ
っ
て
説
明
す
る
。
こ
の
創
見
を

用
い
れ
ば
、
史
料
中
にam

,r-i buzurg

、am
,r-i m

u‘
tabar

と
特
称
さ
れ
て
い

る
人
物
は
、「
大
部
将
一
般
」
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
チ
ン
ギ
ス
汗
の
直
系
な

い
し
姻
族
、
娘
婿
、
養
子
な
ど
の
由
緒
を
も
つ
親
衛
の
万
人
隊
の
長
、
千
人
隊

の
長
、
百
人
隊
の
長
、
王
陵
の
長
、
オ
ル
ド
（
宮
廷
）
の
長
な
ど
、
父
祖
の
由

緒
、
功
績
に
よ
っ
て
職
掌
を
安
堵
さ
れ
て
い
る
具
体
的
な
人
物
、
す
な
わ
ち
モ

ン
ゴ
ル
語
でnoækoær

と
呼
ば
れ
、
ペ
ル
シ
ア
語
でnukar

と
写
さ
れ
た
人
々
に

つ
い
て
の
伝
記
的
記
述
で
あ
る
と
い
う
実
態
が
解
け
て
く
る
（
主
に
『
序
説
』）。

　第
三
の
貢
献
と
し
て
、
著
者
は
『
正
篇
』
の
大
半
を
費
や
し
て
、
以
上
の
根

拠
を
手
が
か
り
と
し
て
、
校
定
を
施
し
た
ペ
ル
シ
ア
語
古
写
本
史
料
を
徹
底
的

に
参
照
し
つ
つ
、
チ
ン
ギ
ス
汗
時
代
か
ら
ガ
ザ
ン
汗
時
代
に
至
る
ま
で
に

am
,r-i buzurg

（honorable house-m
en

）
と
し
て
記
録
に
留
め
ら
れ
た
者
達

に
つ
い
て
、
帝
国
の
計
四
八
部
族
・
分
族
の
個
々
に
わ
た
っ
て
、
チ
ン
ギ
ス
汗

一
門
と
の
血
縁
的
、
擬
血
縁
的
な
つ
な
が
り
、
職
掌
の
内
容
と
地
位
を
詳
細
に

考
証
・
復
原
し
て
い
る
。

　以
上
の
著
者
の
研
究
は
、（
一
）「
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
」
の
全
体
像
を
解
く
基

礎
史
料
と
し
て
、
ガ
ザ
ン
汗
口
述
敕
撰
、
ラ
シ
ー
ド
編
の
『
モ
ン
ゴ
ル
史
』、
オ

ル
ジ
ェ
イ
ト
汗
敕
撰
、
ラ
シ
ー
ド
編
の
『
集
史
』
が
史
料
学
上
至
高
の
価
値
を

有
す
る
こ
と
を
立
証
し
た
こ
と
、
及
び
、（
二
）
帝
国
期
を
通
ず
る
汗
（
王
）
と

部
将
と
の
統
属
原
理
を
立
証
し
て
、
先
学
が
す
で
に
考
証
し
て
き
た
匈
奴
、
突

厥
、
回
鶻
ら
の
遊
牧
部
族
連
合
国
家
の
編
成
原
理
の
伝
承
を
究
明
し
た
こ
と
に

お
い
て
、
学
界
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
本
研
究
は
、
中
央
ユ
ー
ラ
シ

ア
史
研
究
の
前
進
に
寄
与
す
る
画
期
的
な
労
作
で
あ
り
、
日
本
学
士
院
賞
の
授

与
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
六

主
要
な
業
績

著
書　一

．

　
『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
研
究
序
説：

イ
ル
汗
国
の
中
核
部
族
』
東
京
大
学
出
版
会
、
平
成

七
年
二
月
、
五
三
二
頁

　二
．

　
『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
研
究

　正
篇：

中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
遊
牧
諸
政
権
の
国
家
構
造
』
東

京
大
学
出
版
会
、
平
成
二
五
年
六
月
、
一
一
二
八
頁

編
著　一

．

　
志
÷
碩
ø
編
『
中
東
に
お
け
る
伝
統
と
変
革：

そ
の
基
礎
的
研
究
』（
昭
和
五
六
年
度

科
学
研
究
費
総
合
研
究
A
研
究
成
果
報
告
書
）、
昭
和
五
七
年
三
月
、
三
三
〇
頁

　二
．

　
志
÷
碩
ø
・
八
尾
師
誠
共
編
『
東
洋
文
庫
所
蔵
ペ
ル
シ
ア
語
文
献
お
よ
び
関
係
書
誌
目

録
』
東
洋
文
庫
、
昭
和
五
七
年
三
月
、
四
三
四
頁

　三
．

　
志
÷
碩
ø
・
八
尾
師
誠
・
井
谷
鋼
造
・
岩
見
宏
・
関
喜
房
共
編
『
日
本
国
ペ
ル
シ
ア
語

文
献
所
在
総
目
録

　Ⅰ
．〈
目
録
篇
〉』
紀
伊
國
屋
書
店
、
昭
和
五
八
年
一
二
月
、
七
九

二
頁

　四
．

　
志
÷
碩
ø
・
八
尾
師
誠
・
関
喜
房
・
井
谷
鋼
造
・
岩
見
宏
共
編
『
日
本
国
ペ
ル
シ
ア
語

文
献
所
在
総
目
録

　Ⅱ
．〈
索
引
篇
〉』
紀
伊
國
屋
書
店
、
昭
和
六
〇
年
三
月
、
三
四
〇

頁

　五
．

　
志
÷
碩
ø
編
『
ペ
ル
シ
ア
語
文
化
圏
の
成
立
と
展
開
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』（
昭
和

六
一
、
六
二
年
度
科
研
費
総
合
研
究
A
研
究
成
果
報
告
書
）、
昭
和
六
三
年
三
月
、
五

〇
頁

　六
．

　
志
÷
碩
ø
・
岩
見
宏
・
関
喜
房
共
編
『
東
洋
文
庫
所
蔵
ペ
ル
シ
ア
語
文
献
目
録
』
東
洋

文
庫
、
平
成
三
年
三
月
、
五
二
〇
頁

　七
．

　
志
÷
碩
ø
編
『
ペ
ル
シ
ア
語
古
写
本
資
料
精
査
に
よ
る
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
諸
王
家
に
関

す
る
総
合
的
研
究
』（
平
成
五
〜
七
年
科
研
費
総
合
研
究
A
研
究
成
果
報
告
書
）、
平
成

八
年
三
月
、
九
六
頁

　八
．

　
志
÷
碩
ø
編
『
ポ
ス
ト
モ
ン
ゴ
ル
期
に
お
け
る
ア
ジ
ア
諸
帝
国
に
関
す
る
総
合
的
研

究
』（
平
成
一
一
〜
一
三
年
度
科
研
費
基
盤
研
究
B
研
究
成
果
報
告
書
）、
平
成
一
四
年

三
月
、
一
二
〇
頁

論
文　一

．

　
「Il K

ahn

国
史
料
に
見
ら
れ
るQ

araunas

に
つ
い
て
」『
東
洋
学
報
』
五
四－

一
、
昭

和
四
六
年
六
月
、
一－

一
七
頁

　二
．

　
「Il K

han

国
史
料
に
見
ら
れ
るQ

araunas

に
つ
い
て
」（
上
記
一
．の
改
訂
版
）、
流
沙

海
西
奨
学
会
編
『
ア
ジ
ア
文
化
史
論
叢
』
三
、
山
川
出
版
社
、
昭
和
五
四
年
八
月
、
一

－

六
二
頁

　三
．

　
「T

he Q
araunas in the H

istorical M
aterials of the Il khanate

」（
上
記
一
．の
英
訳

版
）。『M

em
oirs of the R

esearch D
epartm

ent of the T
oyo B

unko

』
三
五
、
東

洋
文
庫
、
昭
和
五
二
年
三
月
、
一
三
一－

一
五
一
頁

　四
．

　
「G

hazan K
han

政
権
の
中
核
群
に
つ
い
て：

Il K
han

国
に
お
け
るG

hazan K
han

政
権
成
立
の
意
義
」『
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
』
一
八
、
昭
和
五
四
年
一

二
月
、
五
六－

一
五
〇
頁

　五
．

　
「Il K

han

国
成
立
後
の
『A

dherbaijan

軍
政
府
』
起
源
の
軍
隊
に
つ
い
て：

G
hazan 

K
han

の
即
位
前
後
に
見
ら
れ
るIl K

han

国
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
諸
勢
力
の
消
長
」

『
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
』
一
九
、
昭
和
五
五
年
八
月
、
一
五－

四
八
頁

　六
．

　
「G

hazan K
han

没
後
のIl K

han

国
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
諸
勢
力
の
消
長
に
つ
い

て：
Il K
han

国
史
上
に
お
け
るG

hazan K
han

政
権
」『
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文

化
研
究
』
二
一
、
昭
和
五
六
年
三
月
、
七
四－

一
一
〇
頁

　七
．

　
「
イ
ル
汗
国
に
お
け
る
フ
ラ
グ
家
姻
戚
の
有
力
諸
部
隊
」『
内
陸
ア
ジ
ア
・
西
ア
ジ
ア
の

社
会
と
文
化
』
山
川
出
版
社
、
昭
和
五
八
年
六
月
、
六
六
七－

六
九
五
頁

　八
．

　
「
イ
ル
汗
国
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
人
」『
東
洋
史
研
究
』
二－

四
、
昭
和
五
九
年
三
月
、

一
三
〇－

一
六
六
頁

　九
．

　
「
イ
ル
汗
国
に
お
け
る
ジ
ャ
ラ
イ
ル
部
族：

イ
ル
汗
諸
政
権
の
中
枢
に
つ
い
て
」『
榎

博
士
頌
寿
記
念
東
洋
史
論
叢
』
汲
古
書
院
、
昭
和
六
三
年
一
一
月
、
二
三
三－

二
七
六

頁

一
〇
．

　
「
イ
ル
汗
国
史
研
究：

イ
ル
汗
国
諸
政
権
の
中
枢
に
つ
い
て
」（
東
京
大
学
文
学
部
学

一
七



位
、
由
緒
を
指
す
特
別
な
用
語
に
つ
き
、
そ
の
内
包
と
外
延
に
対
し
、
用
例
を

逐
一
検
証
し
な
が
ら
解
析
し
、
そ
の
結
果
、
政
権
の
軍
事
力
と
凝
集
力
を
基
礎

づ
け
て
い
る
有
力
部
将
達
の
統
属
の
原
理
は
、
チ
ン
ギ
ス
汗
時
代
と
同
様
、
イ

ル
汗
国
時
代
に
も
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
突
き
止
め
て
い
る
。
こ

の
洞
察
の
要
所
を
示
せ
ば
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
ペ
ル
シ
ア
語
でam

,r-i 

buzurg

な
い
しam

,r-i m
u‘
tabar

と
表
記
さ
れ
る
用
語
が
あ
る
。
ペ
ル
シ
ア
語

のam
,r

は
一
般
に
は
「
司
令
官
、
部
将
、
王
族
な
ど
」
を
指
す
。
一
方
、
ペ
ル

シ
ア
語
の
形
容
詞buzurg

は
「
大
き
い
、
偉
大
な
」
に
当
た
り
、
ま
たm

u‘
tabar

は
「
信
頼
で
き
る
」
を
意
味
す
る
。
先
学
ド
ー
ソ
ン
（A

. C
. M
. d
’O
hsson

）
の

『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
』（
一
八
五
二
）
以
来
最
近
ま
で
の
研
究
で
は
、
こ
のam

,r-i 

buzurg

な
い
しam

,r-i m
u‘
tabar

は
「
大
ア
ミ
ー
ル
（
大
部
将
）」
を
含
意
す

る
用
語
と
の
み
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
ラ
シ
ー
ド
の
訳
出
の
用
例
を
検

証
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
用
語
は
一
貫
し
て
「
チ
ン
ギ
ス
汗
一
門
の
、
親
衛
の
部

将
」
と
い
う
特
定
さ
れ
た
含
意
で
使
用
さ
れ
、
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
用
語
は
ラ

シ
ー
ド
の
編
述
時
代
に
限
っ
て
頻
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
著
者
はam

,r-i 

buzurg

、am
,r-i m

u‘
tabar

を
、「
御
家
人
、honorable house-m

en

」（
日
本

中
世
・
近
世
の
職
か
ら
の
類
比
）
の
用
語
に
よ
っ
て
説
明
す
る
。
こ
の
創
見
を

用
い
れ
ば
、
史
料
中
にam

,r-i buzurg

、am
,r-i m

u‘
tabar

と
特
称
さ
れ
て
い

る
人
物
は
、「
大
部
将
一
般
」
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
チ
ン
ギ
ス
汗
の
直
系
な

い
し
姻
族
、
娘
婿
、
養
子
な
ど
の
由
緒
を
も
つ
親
衛
の
万
人
隊
の
長
、
千
人
隊

の
長
、
百
人
隊
の
長
、
王
陵
の
長
、
オ
ル
ド
（
宮
廷
）
の
長
な
ど
、
父
祖
の
由

緒
、
功
績
に
よ
っ
て
職
掌
を
安
堵
さ
れ
て
い
る
具
体
的
な
人
物
、
す
な
わ
ち
モ

ン
ゴ
ル
語
でnoækoær

と
呼
ば
れ
、
ペ
ル
シ
ア
語
でnukar

と
写
さ
れ
た
人
々
に

つ
い
て
の
伝
記
的
記
述
で
あ
る
と
い
う
実
態
が
解
け
て
く
る
（
主
に
『
序
説
』）。

　第
三
の
貢
献
と
し
て
、
著
者
は
『
正
篇
』
の
大
半
を
費
や
し
て
、
以
上
の
根

拠
を
手
が
か
り
と
し
て
、
校
定
を
施
し
た
ペ
ル
シ
ア
語
古
写
本
史
料
を
徹
底
的

に
参
照
し
つ
つ
、
チ
ン
ギ
ス
汗
時
代
か
ら
ガ
ザ
ン
汗
時
代
に
至
る
ま
で
に

am
,r-i buzurg

（honorable house-m
en

）
と
し
て
記
録
に
留
め
ら
れ
た
者
達

に
つ
い
て
、
帝
国
の
計
四
八
部
族
・
分
族
の
個
々
に
わ
た
っ
て
、
チ
ン
ギ
ス
汗

一
門
と
の
血
縁
的
、
擬
血
縁
的
な
つ
な
が
り
、
職
掌
の
内
容
と
地
位
を
詳
細
に

考
証
・
復
原
し
て
い
る
。

　以
上
の
著
者
の
研
究
は
、（
一
）「
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
」
の
全
体
像
を
解
く
基

礎
史
料
と
し
て
、
ガ
ザ
ン
汗
口
述
敕
撰
、
ラ
シ
ー
ド
編
の
『
モ
ン
ゴ
ル
史
』、
オ

ル
ジ
ェ
イ
ト
汗
敕
撰
、
ラ
シ
ー
ド
編
の
『
集
史
』
が
史
料
学
上
至
高
の
価
値
を

有
す
る
こ
と
を
立
証
し
た
こ
と
、
及
び
、（
二
）
帝
国
期
を
通
ず
る
汗
（
王
）
と

部
将
と
の
統
属
原
理
を
立
証
し
て
、
先
学
が
す
で
に
考
証
し
て
き
た
匈
奴
、
突

厥
、
回
鶻
ら
の
遊
牧
部
族
連
合
国
家
の
編
成
原
理
の
伝
承
を
究
明
し
た
こ
と
に

お
い
て
、
学
界
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
本
研
究
は
、
中
央
ユ
ー
ラ
シ

ア
史
研
究
の
前
進
に
寄
与
す
る
画
期
的
な
労
作
で
あ
り
、
日
本
学
士
院
賞
の
授

与
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
六

主
要
な
業
績

著
書　一

．

　
『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
研
究
序
説：

イ
ル
汗
国
の
中
核
部
族
』
東
京
大
学
出
版
会
、
平
成

七
年
二
月
、
五
三
二
頁

　二
．

　
『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
研
究

　正
篇：

中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
遊
牧
諸
政
権
の
国
家
構
造
』
東

京
大
学
出
版
会
、
平
成
二
五
年
六
月
、
一
一
二
八
頁

編
著　一

．

　
志
÷
碩
ø
編
『
中
東
に
お
け
る
伝
統
と
変
革：

そ
の
基
礎
的
研
究
』（
昭
和
五
六
年
度

科
学
研
究
費
総
合
研
究
A
研
究
成
果
報
告
書
）、
昭
和
五
七
年
三
月
、
三
三
〇
頁

　二
．

　
志
÷
碩
ø
・
八
尾
師
誠
共
編
『
東
洋
文
庫
所
蔵
ペ
ル
シ
ア
語
文
献
お
よ
び
関
係
書
誌
目

録
』
東
洋
文
庫
、
昭
和
五
七
年
三
月
、
四
三
四
頁

　三
．

　
志
÷
碩
ø
・
八
尾
師
誠
・
井
谷
鋼
造
・
岩
見
宏
・
関
喜
房
共
編
『
日
本
国
ペ
ル
シ
ア
語

文
献
所
在
総
目
録

　Ⅰ
．〈
目
録
篇
〉』
紀
伊
國
屋
書
店
、
昭
和
五
八
年
一
二
月
、
七
九

二
頁

　四
．

　
志
÷
碩
ø
・
八
尾
師
誠
・
関
喜
房
・
井
谷
鋼
造
・
岩
見
宏
共
編
『
日
本
国
ペ
ル
シ
ア
語

文
献
所
在
総
目
録

　Ⅱ
．〈
索
引
篇
〉』
紀
伊
國
屋
書
店
、
昭
和
六
〇
年
三
月
、
三
四
〇

頁

　五
．

　
志
÷
碩
ø
編
『
ペ
ル
シ
ア
語
文
化
圏
の
成
立
と
展
開
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』（
昭
和

六
一
、
六
二
年
度
科
研
費
総
合
研
究
A
研
究
成
果
報
告
書
）、
昭
和
六
三
年
三
月
、
五

〇
頁

　六
．

　
志
÷
碩
ø
・
岩
見
宏
・
関
喜
房
共
編
『
東
洋
文
庫
所
蔵
ペ
ル
シ
ア
語
文
献
目
録
』
東
洋

文
庫
、
平
成
三
年
三
月
、
五
二
〇
頁

　七
．

　
志
÷
碩
ø
編
『
ペ
ル
シ
ア
語
古
写
本
資
料
精
査
に
よ
る
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
諸
王
家
に
関

す
る
総
合
的
研
究
』（
平
成
五
〜
七
年
科
研
費
総
合
研
究
A
研
究
成
果
報
告
書
）、
平
成

八
年
三
月
、
九
六
頁

　八
．

　
志
÷
碩
ø
編
『
ポ
ス
ト
モ
ン
ゴ
ル
期
に
お
け
る
ア
ジ
ア
諸
帝
国
に
関
す
る
総
合
的
研

究
』（
平
成
一
一
〜
一
三
年
度
科
研
費
基
盤
研
究
B
研
究
成
果
報
告
書
）、
平
成
一
四
年

三
月
、
一
二
〇
頁

論
文　一

．

　
「Il K

ahn

国
史
料
に
見
ら
れ
るQ

araunas

に
つ
い
て
」『
東
洋
学
報
』
五
四－

一
、
昭

和
四
六
年
六
月
、
一－

一
七
頁

　二
．

　
「Il K

han

国
史
料
に
見
ら
れ
るQ

araunas

に
つ
い
て
」（
上
記
一
．の
改
訂
版
）、
流
沙

海
西
奨
学
会
編
『
ア
ジ
ア
文
化
史
論
叢
』
三
、
山
川
出
版
社
、
昭
和
五
四
年
八
月
、
一

－

六
二
頁

　三
．

　
「T

he Q
araunas in the H

istorical M
aterials of the Il khanate

」（
上
記
一
．の
英
訳

版
）。『M

em
oirs of the R

esearch D
epartm

ent of the T
oyo B

unko

』
三
五
、
東

洋
文
庫
、
昭
和
五
二
年
三
月
、
一
三
一－

一
五
一
頁

　四
．

　
「G

hazan K
han

政
権
の
中
核
群
に
つ
い
て：

Il K
han

国
に
お
け
るG

hazan K
han

政
権
成
立
の
意
義
」『
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
』
一
八
、
昭
和
五
四
年
一

二
月
、
五
六－

一
五
〇
頁

　五
．

　
「Il K

han

国
成
立
後
の
『A

dherbaijan

軍
政
府
』
起
源
の
軍
隊
に
つ
い
て：

G
hazan 

K
han

の
即
位
前
後
に
見
ら
れ
るIl K

han

国
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
諸
勢
力
の
消
長
」

『
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
』
一
九
、
昭
和
五
五
年
八
月
、
一
五－

四
八
頁

　六
．

　
「G

hazan K
han

没
後
のIl K

han

国
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
諸
勢
力
の
消
長
に
つ
い

て：
Il K
han

国
史
上
に
お
け
るG

hazan K
han

政
権
」『
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文

化
研
究
』
二
一
、
昭
和
五
六
年
三
月
、
七
四－

一
一
〇
頁

　七
．

　
「
イ
ル
汗
国
に
お
け
る
フ
ラ
グ
家
姻
戚
の
有
力
諸
部
隊
」『
内
陸
ア
ジ
ア
・
西
ア
ジ
ア
の

社
会
と
文
化
』
山
川
出
版
社
、
昭
和
五
八
年
六
月
、
六
六
七－

六
九
五
頁

　八
．

　
「
イ
ル
汗
国
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
人
」『
東
洋
史
研
究
』
二－

四
、
昭
和
五
九
年
三
月
、

一
三
〇－

一
六
六
頁

　九
．

　
「
イ
ル
汗
国
に
お
け
る
ジ
ャ
ラ
イ
ル
部
族：

イ
ル
汗
諸
政
権
の
中
枢
に
つ
い
て
」『
榎

博
士
頌
寿
記
念
東
洋
史
論
叢
』
汲
古
書
院
、
昭
和
六
三
年
一
一
月
、
二
三
三－

二
七
六

頁

一
〇
．

　
「
イ
ル
汗
国
史
研
究：

イ
ル
汗
国
諸
政
権
の
中
枢
に
つ
い
て
」（
東
京
大
学
文
学
部
学

一
七



位
請
求
論
文
）、
平
成
五
年
一
月

一
一
．

　
「『T

ajikh-I G
hazani

』
と
『
集
史
』「
モ
ン
ゴ
ル
史
」」（
平
成
五
〜
七
年
度
科
研
費
総

合
研
究
A
研
究
成
果
報
告
書
）、
平
成
八
年
三
月
、
一－

一
九
頁

一
二
．

　
「
モ
ン
ゴ
ル
と
ペ
ル
シ
ア
語
史
書：

遊
牧
国
家
史
研
究
の
再
検
討
」『
岩
波
講
座
世
界

歴
史
巻
一
一
、
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
統
合
』、
平
成
九
年
一
一
月
、
二
四
九－

二
七
三

頁

一
三
．

　
「
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
支
配
と
東
西
世
界
の
交
流
」『
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文
化
』
九
、
同
朋

社
、
平
成
一
二
年
四
月
、
一
〇
五－

一
一
九
頁

一
四
．

　
「
ガ
ザ
ン
・
カ
ン
が
詳
述
す
る
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
遊
牧
部
族
連
合
」『
東
洋
史
研
究
』
六
〇

－

二
、
平
成
一
三
年
九
月
、
四
〇
五－

四
五
六
頁

一
五
．

　

“
T
w
o Im
portant Persian Sources of the M

ongol E
m
pire”, in E

tudes M
ongoles 

et Siberienes, Paris, 1997, pp. 221-224.

（
そ
の
他
史
料
紹
介
、
学
会
発
表
は
省
略
）

一
八

理
学
博
士
鈴
木
啓
介
氏
の
「
高
次
構
造
天
然
有

機
化
合
物
の
合
成
に
関
す
る
研
究
」
に
対
す
る

授
賞
審
査
要
旨

　有
機
合
成
化
学
は
、
入
手
し
や
す
い
簡
単
な
分
子
か
ら
出
発
し
、
炭
素
骨
格

の
組
み
替
え
や
官
能
基
の
変
換
な
ど
に
よ
り
、
よ
り
複
雑
で
有
用
な
分
子
を
構

築
す
る
科
学
技
術
で
あ
る
。
基
礎
学
術
と
し
て
も
産
業
基
盤
と
し
て
も
極
め
て

重
要
性
が
高
く
、
そ
の
進
展
は
新
た
な
分
子
の
創
製
に
つ
な
が
る
と
共
に
、
そ

れ
を
通
じ
て
生
命
科
学
、
物
質
科
学
な
ど
の
周
辺
諸
分
野
へ
多
大
な
波
及
効
果

が
あ
る
。

　鈴
木
啓
介
氏
は
、
有
機
合
成
化
学
の
国
際
的
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
複
雑
な
構

造
を
有
す
る
生
理
活
性
天
然
有
機
化
合
物
の
全
合
成
と
、
そ
れ
に
関
連
し
た
合

成
反
応
の
開
拓
に
先
導
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。鈴
木
氏
の
研
究
の
特
徴
は
、

新
た
な
合
成
反
応
を
自
ら
開
発
し
、
そ
れ
ら
を
縦
横
に
駆
使
し
て
標
的
分
子
の

合
成
を
実
現
す
る
点
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
反
応
開
発
の
面
で
は
、
ル
イ
ス
酸

や
ベ
ン
ザ
イ
ン
な
ど
の
反
応
活
性
種
を
活
用
し
て
斬
新
な
立
体
制
御
法
や
骨
格

構
築
法
を
開
発
し
、
実
践
的
な
精
密
合
成
反
応
へ
と
仕
上
げ
て
き
た
。
一
方
、

全
合
成
研
究
の
面
で
は
、
多
く
の
不
斉
中
心
や
官
能
基
を
有
す
る
複
雑
精
緻
な

構
造
（
高
次
構
造
）
を
も
つ
標
的
化
合
物
に
取
り
組
み
、
独
自
の
方
法
で
合
成

的
課
題
を
克
服
し
、
複
合
糖
質
や
多
環
式
化
合
物
な
ど
の
天
然
有
機
化
合
物
の

全
合
成
に
お
い
て
世
界
を
牽
引
す
る
成
果
を
挙
げ
て
き
た
。
以
下
、
主
な
研
究

業
績
の
概
略
を
示
す
。

(1)

　転
位
反
応
を
用
い
た
立
体
制
御
に
関
す
る
研
究

　有
機
分
子
の
変
換
に
は
、
炭
素
原
子
の
周
辺
の
化
学
結
合
を
選
択
的
に
組
み

替
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
加
え
て
三
次
元
構
造
を
有
す
る
有
機
分
子
に
つ

い
て
は
、
望
み
の
立
体
異
性
体
を
選
択
的
に
生
成
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
鈴
木

氏
は
、
こ
の
課
題
に
対
し
て
転
位
反
応
を
駆
使
し
た
合
成
手
法
を
開
発
し
た
。

す
な
わ
ち
、
ピ
ナ
コ
ー
ル
転
位
な
ど
の
一
、
二－

転
位
反
応
は
カ
チ
オ
ン
経
由

の
ラ
セ
ミ
化
を
伴
う
た
め
、
か
つ
て
は
鎖
状
化
合
物
の
不
斉
合
成
に
は
不
向
き

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
同
氏
は
こ
の
定
説
を
覆
し
、
ル
イ
ス
酸
を

用
い
た
一
、
二－

転
位
反
応
が
立
体
特
異
的
に
進
行
す
る
こ
と
を
見
出
し
、
そ

れ
を
活
用
し
て
光
学
活
性
フ
ェ
ロ
モ
ン
や
抗
腫
瘍
性
物
質
な
ど
の
不
斉
全
合
成

を
実
現
し
た
。
ま
た
、
環
状
化
合
物
の
立
体
選
択
的
構
築
法
に
関
し
て
も
、
金

属
錯
体
や
複
素
環
化
合
物
の
特
性
を
活
用
し
、
第
四
級
不
斉
炭
素
の
立
体
選
択

的
構
築
を
含
む
有
効
な
方
法
を
開
拓
し
、
抗
菌
性
化
合
物
な
ど
の
全
合
成
を
達

成
し
て
い
る
。

一
九


